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宣 言 項 目

公立高等学校普通科における通学区域制の廃止に向けた取組の推進

現 状 課 題

高校入試において、令和３年度入試より城東高校の全県一区、第３学区

内普通科の流入率の緩和措置が実施されているが、鳴門市内から城東高

校及び第3学区の高校（城南、城北、徳島北、徳島市立）に進学する生徒

の割合は、増加に転じず、むしろ減少傾向にある。

第３学区の普通科高校において学区内外で合格最低点に差が生じる現行

の通学区域制は、進路選択の自由を奪い、本来公平・公正であるべき高

校入試の在り方に反するものであり、抜本的な制度の見直しを権限を有

する県教育委員会に働きかける必要がある。

令和４年度目標 目標達成及び課題解決に向けた具体的取組

城東高校が全県一区となり３度目の入試となる令和５年度入試終了後、

速やかに制度変更の効果や影響等の検証を行うとともに、通学区域制の

将来的な在り方の検討を開始するよう、今年度中に県教育委員会に要望

する。

①通学区域制の現状や問題点について理解を深めるとともに、通学区域

制の廃止に向けた市民の機運醸成を図るシンポジウムを開催する。

②第３学区への進学状況について、他市町の状況把握に努める。

③関係機関等と歩調を合わせ、県教育委員会に要望書を提出する。

令和４年度鳴門市部⾧実行宣言

視  点 （該当する視点を選択）

最重要課題  チャレンジ  SDGs取組推進

教育委員会
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新たな計画には以下の項目を盛り込む。

①就学前教育・保育施設と学校とのさらなる連携強化体制の整備に関す

ること。

②学校（園）における「SDGs」や「フェーズフリー」の取組推進に関す

ること。

③「GIGAスクール」「Society5.0」など次代に対応した教育環境の整備

に関すること。

①計画策定に関する審議会を４回開催（6月、10月、11月、12月）

②定例教育委員会及び市議会へ素案説明（12月）

③パブリックコメントの実施（12月～1月）

④計画策定（3月）

平成２８年３月に策定した「第２期鳴門市教育振興計画」において『基

本計画』は、おおむね５年で見直しを図ることとしているが、本市の最

上位計画である「鳴門市総合計画」の見直しと整合を図るため、今年度

中に『基本計画』の見直しを図る。

①策定後５年以上が経過し、社会情勢や経済環境など、子どもたちを取

り巻く環境は大きく変化している。

②「鳴門市総合計画」「鳴門市教育大綱」との整合性を図る。

令和４年度目標 目標達成及び課題解決に向けた具体的取組

現 状 課 題

令和４年度鳴門市部⾧実行宣言

教育委員会

視  点 （該当する視点を選択）

最重要課題  チャレンジ  SDGs取組推進

宣 言 項 目

第2期鳴門市教育振興計画（基本計画）の見直し
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